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１１月１２日（土）、スマイル発表会を開催

しました。今年度は来場者の人数制限は行わず、

Ⅰ部（下学年）Ⅱ部（上学年）に分けて行いま

した。Ⅰ部とⅡ部の間には換気と座席のリセッ

トのために一度全員ご退出いただきご迷惑を

おかけしましたが、快くご協力いただいたおか

げで、滞りなく運営することができました。 

保護者、ご家族の皆様には朝早くからおいでいただき、

ありがとうございました。今年も日頃の学習活動の成果の

一端をご覧いただこうと取り組んだ発表会。各学年、音読

劇や歴史劇、総合的な学習の時間の発表等に、演出や子ども

達が製作した小道具、プレゼンに工夫を凝らし、観客を魅了

する発表となりました。また、色々な楽器を使っての合奏は、

どの学年も練習の成果を十分発揮した演奏を披露すること

ができ、勝田っ子の底力を感じました。 

皆様から賜りました温かい拍手は、子どもたちにとっても大きな自信になったことと思いま

す。今後とも、向上心をもち、生き生きと自己表現できる勝田っ子であるよう、教職員一同努力

してまいります。変わらぬ皆様のご理解とご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

勝田中学校区では、キャリア教育の一環と

して、毎年、１５の春プロジェクト「夢講座」

を開催し、５、６年生と中学生が色々な分野で活躍しておられる方のお話を聞

き、自分のやりたいことに一生懸命努力することの大切さを学んでいます。今

年は、１０月２８日（金）に剣詩舞の全国大会で優勝経験もある津山高等学校３年の安藤翔さん

（勝田東小出身）が、剣詩舞と歩んできたこれまでの生い立ちについて話し

てくださいました。お話の中で安藤さんは、「自分の好きなこと、やりたい

ことに向き合い、一生懸命努力を続けることが大切です。」と教えてくださ

り、その後、実際に迫力のある剣詩舞も見せてくださいました。 

学校教育目標 ： 学びをつなぐ 心をつなぐ 未来へつなぐ 勝田っ子の育成 



 今年も４年生から６年生の児童会運営委員さ

んの優しいあいさつが、子ども達を迎えてくれて

います。役員さんは毎朝、児童玄関に立って、伝

統のあいさつ運動と感染予防のための手指消毒を頑張ってくれています。気持ちの良いあいさつ

ができた人の数もカウントしてくれて、入口の掲示板に数字で表してくれています。 

 

 

 

 

コロナ禍の中、実施が心配され

ていた社会科見学と修学旅行です

が、感染対策を徹底して実施しま

した。１、２年生は美作市の現代

玩具博物館・オルゴール館とノー

スヴィレッジ。 

３、４年生は

建部のめだかの学校とつやま自然の

ふしぎ館。 

５年生は三菱自動車水島工場とラ

イフパーク倉敷。 

 

６年生は１泊

２日で広島・宮島に行きました。 

 

 

どの学年も学校、地域を離れて行う行事を通して、

見聞（知識）を広げるだけでなく、新しいことに興味・

関心をもったり、社会のルールやマナーを学んだり、

貴重な体験をすることができました。 


